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２学期の始まり 

２学期が始まりました。それぞれのタイミングで無理なくスタートをきってほしいと思い

ます。さて、みなさんにとって今年の夏休みはどうでしたか？充実した日々だったでしょう

か。3 年ぶりにコロナの規制がない夏休みでした。今までできなかった体験ができたのでは

ないでしょうか。 

今学期は、体育大会や文化活動発表会など、多くの行事があります。友達や様々

な方々と協力しながら有意義な日々を送ってほしいと思います。 

さて、この夏休みは、どの部活も３年生を中心に、最後の大会に向け、全力で頑

張りました。当日はもとより大会までの体調の維持は今までとは比べ物にならない

程、本人をはじめご家庭の方々も細心の気づかいがあったことと思います。陸上部

の、古谷聡和さんが 800ｍの種目で石尾中の代表として全国大会に出場したのをは

じめ、全ての生徒がとても立派な態度でパフォーマンスを発揮してくれました。万

全の感染防止対策のもと、保護者の方々やボランティア、地域の方々に支えられ大

会が進められていたことに感謝と敬意の気持ちでいっぱいになりました。競技する

みなさんには競技に専念できることの幸せを感じ取ってほしいと思います。 

                

教育と AI について 

人工知能の技術が発展したことにより、多

くの業種で AI が導入されるようになりまし

た。私たちの日常生活にも AI が活用されてい

るケースは増え、非常に身近な存在になりつ

つあります。 

そのような中、教育分野においても AI が活

用され始めていることで注目を集めています。

教育現場で導入される主なメリットの一つと

して挙げられるのは、子どもの学習レベルに

適したアドバイスを提供できること 

です。知識を吸収するスピードは一人ひとり異なるため、大人数の授業などでは各自の

理解度に差が生まれてしまうことも少なくありません。そのような場合に最適な道筋を

示せるようになります。また、教員の負担軽減につながります。しかし、その道筋をす

べて AI が提供してしまった場合、能動的に物事を考える力が失われてしまう可能性が

あります。そのため、「考える力」や「学ぶ意思」などを AI だけで育んでいくのは難し

いとされ、そのため、AI を活用することは、教師自身の成長も求められます。今後より

さまざまな部分で AI が導入されていく可能性は高いため、その対応が教育に求められ

ています。 

石  尾 

《校訓》 

  剛健 親愛 勇気 

ＰＴＡ環境整備 

 PTA 環境整備が８月２０

日（日）に、PTA の方々と、

子どもたちが熱中症対策を

徹底した上で実施されまし

た。気持ちよく２学期を迎え

られるように、ペンキ塗りや

除草、鉄材の整理を中心に活

動を行って下さいました。 

ありがとうございました。 

1 金 3年実力テスト　12年宿題テスト 〇
2 土
3 日
4 月 SSW 〇
5 火 3年チャレンジテスト　　　　 　　　　　　SC 〇
6 水 ⑥1年学年集会 〇
7 木 〇
8 金 〇
9 土 和泉市科学展
10 日 和泉市科学展
11 月 SSW 〇
12 火 SC 〇
13 水 〇
14 木 〇
15 金 〇
16 土
17 日
18 月 敬老の日
19 火 SC 〇
20 水 3年第2回進路説明会(放課後)　 〇
21 木 〇
22 金 ⑥3年学年集会 〇
23 土 秋分の日
24 日
25 月 研究授業　1,3年4限授業　2年5限授業 〇
26 火 オープンスクール　　45分授業5限 〇
27 水 ⑥1年学年集会 〇
28 木 〇
29 金 文化活動発表会　　　45分授業 〇
30 土

5日～6日中間テスト
10日3年実力テスト
16日生徒会選挙
19日体育大会予行
27日体育大会
30日～カウンセリング

給
食

日 曜日 ９月行事予定

10月
主な行事


